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高校生の時間的展望 に基づいたキ ャリア教育の視点
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Careerdecision-makingforhighschoolstudentsisoneoftherealitiesthattheyneverfacedduringcompulsory

education.Thetransitionfromschooltothesocialandvocationalworldsconsistsofproblems,whicharehighlighted

bythehighunemploymentrateandNotinEducation,EmploymentorTraining(NEET)issue.Therefore,itisquite

importantforhighschoolstudentstothinkaboutandlearnfromtheprocessofcareerdecisionmakingor,inother

words,careereducation.Becausetheterm"career"impliestheflowoftime,careereducationbasedontimeperspec-

tiveisimportant.Inthisstudy,weexploreddesirablecareereducationbyclarifyingtheactualconditionofhigh

schoolstudents'timeperspective.Aquestionnairesurveywasadministeredtogeneralandcorrespondence-course

highschoolstudents(n=1645)toanalyzetheirtimeperspective,self-worth,andoptimism.Theresultsshowedthat

therearesomedifferencesbetweenschooltypesregardingtimeperspective,andtheysuggestedthatcareereducation

shouldbepursuedbasedonstudents'futureviews.
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1.問 題 と目的

高校生はこれまで経験 してきた義務教育とは異なる

いくつかの現実に直面する.学 業不振や校則違反によ

る休 ・退学や,学 力によるクラスの振 り分けなどがそ

れであるが,そ のうちの1つ に進路 ・職業の選択があ

る(武 藤,2012:武 田,2010).学 校か ら社会 ・職業

の移行は,現 在の若者が経験 している失業率の高さや

ニー トの問題 といった形でその課題が示されており,

進路選択のプロセスで彼らが何を考え,何 を学ぶかは

極めて重要である(文 部科学省,2011).進 路選択に

おいては自己を見つめ直す作業が必然的に生 じる事態

であり,教 師にはカウンセリングの視点をもった対応

が求められる.

進路選択をカウンセリングの視点から支える教育的

援助を,キ ャリア教育あるいはキャリアカウンセリン

グとい う(日 本進路指導学会,1996),平 成23年 中

央教育審議会の答申では,キ ャリア教育は 「一人一人

の社会的 ・職業的自立に向け,必 要な基盤となる能力

や態度を育てることを通 して,キ ャリア発達を促す教

育」と定義されている.こ の 「キャリア」という言葉

は単純に仕事とか職業などを指すものではなく,日 本

語では職業経歴 といった言葉にあてはめられるよう

に,明 らかに時間の流れが含まれた言葉である(渡 辺,

2007).文 部科学省(2012a)は キャリアを 「人が

生涯の中で様々な役割を果たす過程で,自 らの役割の

価値や自分と役割との関係を見いだしていく連なりや

積み重ね」と述べている.こ の見解からもキャリアは,

生涯という時間展望から経験を積み重ねるプロセスと

いった具合に,時 間の感覚を柱に説明されている.つ

まり高校生が現在 ・過去 ・未来をどのようにみている

かによってキャリアの認識は変わってくるわけであ

り,キ ャリア教育には彼 らの時間的展望を踏まえた対

応が重要になるといえる,た だ,高 校でのキャリア教

育が義務化 されたのは,2013年 の学習指導要領の改
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